
血液検査(血球検査) 検査項目解説②

【白血球数】
白血球は細菌やウイルスから体を守る働きをしています。
炎症や感染症で高くなります。
たばこを吸っている人は高値になる傾向があります。

【赤血球数】
赤血球は体中に酸素を運び、二酸化炭素を外へ
運び出す働きをしています。
貧血では低く、多血症では高くなります。

【血色素量（ヘモグロビン）】
赤血球の大部分を占める蛋白質を血色素（ヘモグロビン）と言います。
酸素とくっついて体中に酸素を運びます。貧血で低くなります。

【ヘマトクリット】
血液中の赤血球の割合をヘマトクリットと言います。
貧血で低くなります。

【ＭＣＶ（平均赤血球容積）】
赤血球の大きさを示します。貧血の種類を知るための検査です。

【ＭＣＨ（平均赤血球ヘモグロビン量）】
赤血球の色の濃さを示します。貧血の種類を知るための検査です。

【ＭＣＨＣ（平均赤血球ヘモグロビン濃度）】
赤血球１個あたりの色の濃さを示します。貧血の種類を知るため
の検査です。

【血小板】
血小板は出血したときに血を止める役割をしています。
低下すると出血しやすくなります。

【血清鉄（Ｆｅ）】
鉄は酸素を運ぶ血色素（ヘモグロビン）の原料です。
出血や鉄欠乏性貧血で低くなり、肝臓に障害が生じた時に高くなります
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